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Effectiveness and safety of a new clip for delivery using a 
duodenoscope for bleeding after endoscopic sphincterotomy. 
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内視鏡的乳頭括約筋切開術後の出血に対する止血術では、standardの治療法はない。バルンでの圧迫止血で止血困難な場合は、止血鉗子による
凝固止血・APC焼灼・HSE局注・金属ステント留置などが施行されています。これまでの止血クリップは側視鏡での操作が困難で、直視鏡を用
いて施行されていたが、正面視が困難なため、止血術は容易ではなかった。今回は、側視鏡でも操作可能なSureClipが利用できるようになったた
め、SureClipを用いた止血術の有効性と安全性を報告しました。

SureClip



Real-world effectiveness of Anamorelin in patients with unresectable 
and relapse pancreatic cancer: A prospective observational study

Odds ratio 95% CI P value

No progression of disease 5.92 0.44 - 80.10 0.18

Cancer pain treatment 0.07 0.004 - 1.05 0.05

Performance status 0,1 (vs. 2,3,4) 102.21 4.94 - 2115.13 P <0.01

Fig. 1 Patient flow
Fig. 2 Prognosis in patient with or without effectiveness of anamorelin

Table 1. Multivariate analysis for factors associated with effectiveness of anamorelin

2021年に切除不能・再発膵癌患者の悪液質に食欲増加作用のあるアナ
モレリンが保険適応となった。しかし、その効果は不明確であったため、
前向き観察研究にてその評価を行った。45名にアナモレリンを開始し
たが、多くの症例が現病の悪化などで内服継続ができなくなった。服用
できた人には概ね効果を認めた。アナモレリンが有効となる因子を検討
すると、Performance statusが良好（PS0,1)で、長期予後が認める
症例が抽出された。
膵がんによる悪液質では、食欲を上げる薬だけでは不十分であり、炎症
を抑えるagentが必要であると推測された。また、悪液質の早い時期か
らアナモレリンを開始することが重要であると考えた。



胆膵領域の炎症と癌 ～ 「慢性胆嚢炎症と胆嚢癌」 ～

慢性胆嚢炎症からの胆嚢発癌について、その要因・発症機序・発癌の予防について、
論文検索と自院のデータを踏まえて、記述致しました。
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